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Ⅳ

子どもの　　どう考える？

ワーク１ 　
●�　「携帯電話」と「ケータイ」の言葉のイメージを考えてみましょう。

ワーク２ 　
●�　子どもの「ケータイ（携帯電話）」利用をめぐるトラブルには、どんなものがあるのか、話し
合いましょう。また、次の資料からも見付けてみましょう。

Ⅳ−２

 携帯電話

　・

　・

　・

ケータイ

　・

　・

　・

資料１ ：	新聞記事	『非出会い系サイトでも児童・生徒の犯罪被害急増』
（産経新聞　2009年12月25日付）

このプログラムでは「携帯電話」・「ケータイ」を「スマホ」と読みかえて実施することも可能です。
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Ⅳ
ワーク３ 　
●�　「ケータイ（携帯電話）」のトラブルや依存を防ぐため、家庭でできることを話し合いましょう。

ワーク４ 　
●�　「ケータイ（携帯電話）」利用のわが家のルールをつくってみましょう。

ふりかえり
●�　話し合いで学んだことを書いてみましょう。

　 資料２ ：�フィルタリングサービスで、有害サイトなどへのアクセスを制限し、有害情報
などから子どもを守りましょう！

　 資料３ ：	インターネット上のトラブルについての情報・相談窓口
　　　　　　�http://www.pref.okayama.jp/soshiki/detail.html?lif_id=82683
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○

○

検　索岡山県教育庁人権教育課 で


